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しが「読み解く力」～実践編～
【中学校 数学科】



【中学校：数学科】

「主体的・対話的で深い学び」の実現につながる
「読み解く力」の視点を踏まえた授業づくりのポイント

◇数学的な見方・考え方を働かせた数学的活動を
通して、課題を「数学の世界」として正しく解釈
し、解決に向かう学習活動になるよう工夫してい
るか。
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単元名「一次関数」（中学校第２学年）

＜目標＞
（１）一次関数についての基礎的な概念や原
理・法則などを理解するとともに，事象を
数学化したり，数学的に解釈したり，数学
的に表現・処理したりする技能を身に付け
る。

１ 単元目標



（２）関数関係に着目し，その特徴を表，式，グ
ラフを相互に関連付けて考察し表現すること
ができる。

（３）一次関数について，数学的活動の楽しさや
数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を
生活や学習に生かそうとする態度，問題解決
の過程を振り返って評価・改善しようとする
態度を身に付ける。

１ 単元目標
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２ 単元計画



1.事象と一次関数 ２時間
いろいろな事象には一次関数として捉えれるものが
あることを知る。

2.一次関数の特徴 ９時間 〔本時８/１７〕
一次関数を理解する。一次関数の特徴を表，式，グラ
フを用いてそれらの変化や対応に関する特徴を考察し
表現する。

3.一次関数の利用 ５時間
一次関数を用いて具体的な事象を捉え考察し表現する。

単元のまとめ １時間
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周一定の二等辺三角形における底辺と等辺の関
係を，変域を意識しながら考察し表現すること
を通して，
・二元一次方程式を一次関数としてみることが
できるようにする。

・具体的な事象における数量の関係の表し方を
見直し，よりよいものに改善しようとする態
度を養う。

３ 本時の目標
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４ 本時の流れ

課題発見・解決のプロセス 課題を見つける≫見通しをもつ≫自分で考える≫共に学び合う≫学習を

まとめる≫学習を振り返る≫新たな課題を見つける

問題 周の長さが12㎝である二等辺三角形の底辺
の長さをｘ㎝，ｙ㎝とするとき，ｘとｙの関係をいろ

いろな方法で表しなさい。

①課題を見つける・見通しをもつ

ｙ㎝

ｘ㎝

ｙ㎝

どのような展開になるか予想しましょう。
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問題 周の長さが12㎝である二等辺三角形の底辺
の長さをｘ㎝，ｙ㎝とするとき，ｘとｙの関係をいろ

いろな方法で表しなさい。

②自分で考える

ｙ㎝

ｘ㎝

二つの数量の関係をみつける。
二つの数量の特徴を表，式，グラフを用いて表す。

ｙ㎝



４ 本時の流れ

課題発見・解決のプロセス 課題を見つける≫見通しをもつ≫自分で考える≫共に学び合う≫学習を

まとめる≫学習を振り返る≫新たな課題を見つける

③共に学びあう

ｘ＋２ｙ＝12を表で表すと、

これでいいのかな？

グラフで表すと、

これで

いいのかな？

やりとりを
通して



４ 本時の流れ

課題発見・解決のプロセス 課題を見つける≫見通しをもつ≫自分で考える≫共に学び合う≫学習を

まとめる≫学習を振り返る≫新たな課題を見つける

④学習をまとめる・学習を振り返る

二元一次方程式は
一次関数のグラフとみること
ができる！

ｘがマイナスだと三角形にな
らないから、変域を考える必
要がある！

新たな
気づき
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５ 本時において、特に「読み解く力」を高め、発揮している児童生徒の姿

・問題から必要な情報を取り出し、立式でき
る姿。（Ａ①)
・友だちとの交流の中で、様々な情報を比較
し、分析や整理する姿。（Ｂ②)
・交流したことをもとに自分の理解を深めよ
うとする姿。（Ｂ③）
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６ 授業づくりのポイント

（生徒が）ｘとｙの関係を
いろいろな方法で表す

日頃から、「表，式，グラフと
それらの相互関係を意識した授
業」に取り組むことが大切

そのためには



６ 授業づくりのポイント

ｘとｙの関係を
いろいろな方法で表す

ｘ＋２ｙ＝１２

共に学びあう



６ 授業づくりのポイント

ｘ＋２ｙ＝12 という式から 二元一次方程式

ｘ＋２ｙ＝12

一次関数

ｙ＝－１
２
ｘ＋６関数を表す式とみることがで

きるんだ。
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目 的 意 識

・方程式を一次関数としてみることができるようにする。
・具体的な事象における数量の関係の表し方を見直し、よりよいものに改善し
ようとする態度を養う。

ｘ や ｙが負の数の場合どの
ようなことが考えられるの
かな？

６ まとめ

三角形の周の長さを表す式
は、ｘ＋２ｙ＝１２とできる。

二元一次方程式を一次関数
としてみることができる！

ｘ+２ｙ=１２で、表、式、グラ
フの関連はどうなっている
のかな？

【本時で身に付けたい資質・能力】


